
令和７年度 ワークショップ明星園共同生活事業所 地域連携推進会議 

 

日時：令和７年 10 月 21 日（火）午後１時～午後３時半 

場所：だいのめホーム 

 

１ 開会 

 

２ 所長あいさつ 

 

３ 自己紹介 

 

４ 協議 

（１）事業所の概要 

 

（２）利用者の権利擁護・苦情解決委員会について 

 

（３）地域との交流等について 

 

（４）その他 

 

５ 事業所見学 

 

６ 意見交換 

 

７ 閉会 

 

 

 

 

 



令和７年度 ワークショップ明星園共同生活事業所 地域連携推進会議 出席者 

 

＜構成員＞ 

 所属・職名等 

１ 利用者代表 

２ 利用者後見人 

３ 町内会長 

４ 福祉協力員 

５ 地域包括支援センター職員 

６ 苦情解決委員 

 山形市障がい福祉課職員 

 

＜事業所＞ 

１ 所長 

２ サービス管理責任者 

３ サービス管理責任者 

４ 生活支援員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１回 ワークショップ明星園共同生活事業所 地域連携推進会議 会議録 

日 時 令和７年 10 月 21 日（火）13：00～15：30 

場 所 だいのめホーム 

参 加 者 別紙名簿参照 

１ 開会 

 

２ 所長あいさつ 

  日頃からご理解いただき、厚く御礼申しあげる。今回一回目の開催とな

るこの会議だが、年一回の開催とホーム見学が義務化となっている。 

  会議の目的は①利用者と地域住民の関係性の構築、②事業所について理

解を得ること、③事業所運営の透明化、④権利の保護となっている。明星

園グループホームについて知っていただきたいと思っている。 

 

３ 自己紹介 

  名簿参照 

 

４ 協議 

（１）事業所の概要 

   法人及び事業所について説明し、状況報告を行う。 

   ながまちホームが洪水浸水想定区域、まつなみホームが土砂災害警戒

区域となっていることを説明する。 

（２）利用者の権利擁護・苦情解決委員会について 

   今年度は、利用料値上げについて１件の苦情があった。 

（３）地域との交流等について 

   昨年度はながまちホームでヴァイオリンコンサートを実施した。 

（４）その他 

 

５ 事業所見学 

  ５ホームの見学を実施した。 

 

６ 意見交換 

  町内会長 



  ・設備が整っていて良いと思う。何かあれば、町内会に言ってくれれば

協力できる。 

   →今後、グループホームだより等回覧板で回してもらうことも可能。 

 

  利用者後見人 

  ・利用者の皆様、良い環境で生活できていると思う。もっと地域の人に

関わってもらい、知ってもらうと良い。交流をしてほしい。 

 

  福祉協力員 

  ・今日ここを見学するまでは、高齢者の施設だと思っていたので良い機

会だった。近所の人も「ここはいったいどんな所なんだ？」と思って

いると思う。今後、５、６人を集めて見学に来てみたい。 

 

  地域包括支援センター職員 

  ・グループホームに入所しながら要介護認定を受けている方はいるか。

いれば、サービスを利用している方がいるか教えてほしい。 

   →ベッドなど、福祉用具貸与を利用している方がいる。 

 

  市障がい福祉課職員 

  ・各ホームを見学して、それぞれのホームに特徴があり、学びにつなが

った。支給決定の業務に携わっているが、書類などの情報のみを見て

業務をしていたので、実際に現場を見ることができてよかった。 

 

  苦情解決委員 

  ・毎月、苦情相談で施設を回っているが、改めて説明を受けて、新たな

一面がわかってよかった。ここは協力的な地域だと感じる。 

 

７ 閉会 

 


